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１ はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年第１回市議会定例会に当たり、教育行政の

執行に関する主要な方針について、申し上げます。 

 

昨年、本市では、光珠内いん石の落下90年を記念し

た特別展や峰延獅子舞に関するシンポジウムの開催

など、文化財を見直す機会が幾度かありました。その

度に、まちの歴史を振り返り、伝統や文化を守り育て

てきた先人の労苦を考える機会を得ることができま

した。 

また、次代を担う人たちを育むためには、私たちの

まちが培ってきた精神を伝え、伝統や文化への理解を

深めながら、伝えるべき歴史を正しく未来へと引き継

ぐことがいかに大切かということを感じました。 

 

まちづくりにおいても、また、教育活動や文化活動

においても、長い時間の営みの中で築き上げられたも

のが次の世代に手渡され、それを積み重ね、いまの姿

が形づくられています。 

現在、我が国においては、多くの教育的課題が提起

され、また、地方創生の動きの中では、教育分野にお

いても、地方の創意と総合的な力量が問われておりま

す。 

 

教育委員会といたしましては、多くの課題を乗り越

えて最善のものを未来へと手渡していくために、本市

の伝統や歴史に立脚しつつ、「変化への挑戦」そして

「未来を生きるための希望づくり」という教育が担う

べき役割を改めて認識し、平成28年度の教育行政の執

行に当たってまいります。 
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２ 学校教育 

 

 

 

(1) 幼稚園教育 

 幼稚園教育の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、各分野の施策について、申し上げます。 

 

はじめに、学校教育について申し上げます。 

 

幼児期は、生涯にわたる学習意欲をはじめ、学習態

度の基礎となる好奇心や探究心を培い、小学校以降に

おける「学習の芽生え」を育む重要な時期に当たりま

す。 

そのため、幼稚園教育におきましては、集団活動の

中で、子どもたち同士の交流や様々な人との交流、身

近な自然とのふれあいなどの多様な体験を通して、幼

児期に必要な豊かさとの出会いの場を提供し、健やか

でのびのびと活動することができる子どもたちを育

んでまいります。 

現在、公立幼稚園としては１園となっている栄幼稚

園につきましては、将来的に、園児数の減少や隣接す

るアルテピアッツァ美唄の来訪者数の増加などが想

定され、幼稚園や園児を取り巻く環境が変化していく

ことが見込まれることから、施設の在り方に関し、具

体的な検討を行ってまいります。 
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(2) 小中学校教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確かな学力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中学校教育におきましては、一人一人の可能性を

伸ばし、新しい時代に求められる資質や能力を育成す

るとともに、自らの人生や社会をより良く変えていこ

うとする態度を醸成していくことが重要な課題とな

っております。 

そのため、基礎的・基本的な知識と技能を習得させ

るとともに、課題を解決するために必要な思考力、判

断力、表現力を育むなど、主体的に学習に取り組む態

度を促す教育の充実が必要であることから、「何を知

っているか」「知っていることをどのように活用する

か」「どのように地域や社会とかかわるか」という学

習への動機づけやプロセスに留意し、新しい時代に求

められる力の総合的な育成に努めてまいります。 

 

確かな学力の育成につきましては、「確かな学力育

成プラン」を着実に推進し、全国的な調査による学力

・学習状況等の分析と検証をもとに、基礎学力の向上

に努めてまいります。 

学習指導においては、言語活動の充実や探究的な学

習、ＩＣＴの活用等により、授業における興味・関心

の喚起、学習活動の振返り、幼小中連携による学習の

連続性などを重点として、指導方法の工夫・改善に努

めるとともに、英語教育の充実に向けては、外国語指

導助手を１名増員し、２名体制にします。 

北海道教育委員会指定事業である「地域の学力向上

支援事業」の指定校になっている東小学校において

は、２年間の実践研究を取りまとめ、その成果を学力

向上に生かしてまいります。 
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学校の適正配置の 

検討 

 

 

 

 

 

 

生活のリズムの確立や授業の予習・復習、読書習慣

等の定着に向けては、家庭学習の充実が欠かせないこ

とから、「家庭学習の手引き」による啓発活動に努め

るとともに、学校からの具体的な学習方法や情報の提

供を通して、発達段階に応じた主体的な学習習慣が身

に付くよう、家庭との連携を図ってまいります。 

特色ある教育の推進につきましては、農業や食の大

切さ、生命の大切さについての学びを深めるため、農

業体験学習を取り入れたグリーン・ルネサンス推進事

業を継続してまいります。 

複式学級がある小学校につきましては、社会科や理

科の授業における学習支援をするため、学習支援員を

継続して配置してまいります。 

市内道立高等学校との連携につきましては、高等学

校による中学校への出前授業や中学校による高等学

校施設の活用などを通し、中高の交流を進めるととも

に、新たに、高等学校の教育活動に対する支援を行っ

てまいります。 

 

市内の小中学校につきましては、児童生徒数の減少

が続いていることから、学校の適正規模に関して、具

体的な検討を行ってまいります。 
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豊かな心の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな心の育成につきましては、社会生活を送る上

で欠かせない規範意識や自他の生命の尊重、自尊感

情、他者への思いやりなどの道徳性を養うとともに、

それらを基盤として、主体的に判断し、適切に行動で

きる人間を育てる必要があります。 

そのため、教育活動全体を通して行う道徳教育をは

じめ、発達段階に応じた社会奉仕や自然体験活動、読

書活動等を通じて、ルールやマナーを身に付けるとと

もに、互いに尊重し合う気持ち、やさしさと思いやり

の心を育ててまいります。 

「心と心をつなぐ指導」につきましては、教職員や

保護者を対象とした研修を継続するとともに、この研

修を学校での実践へとつなげてまいります。 

不登校などへの対応につきましては、家庭と学校と

の連携を図りながら、適応指導教室での指導やスクー

ルソーシャルワーカーとの関わりの中で、子どもたち

の生活のリズムを整え、学習意欲の醸成等へとつなげ

てまいります。 

いじめの防止につきましては、いじめ問題審議会を

はじめ、関係機関や団体との連携のもと、子どもたち

自身がいじめについて考える機会をつくる等の環境

づくりを進めるため、仲間づくり「子ども会議」を開

催いたします。 

文部科学省指定事業である「いじめ未然防止モデル

プログラム事業」の指定校になっている峰延小学校で

は、最終年次として、３年間の実践研究を取りまとめ、

その成果を活かしてまいります。 
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健やかな体の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登下校時などの安全対策といたしましては、交通安

全指導や通学路の安全点検とともに、警察の協力をい

ただき、防犯訓練等を実施してまいります。 

 

健やかな体の育成につきましては、家庭や地域との

連携を図りながら、健康に関する適切な活動の実践を

促し、生涯を通じて健康で活力ある生活を送るための

基礎を培うことが重要であります。 

本市においては、体力・運動能力における「敏捷性」

や「持久力」等に課題が見られることから、全国体力

・運動能力、運動習慣等調査を全ての学年で実施し、

その結果の分析に基いて、運動能力の向上と体力増進

のための取組みを継続するほか、北海道教育委員会指

定事業である「体育授業改善テクニカルサポート事

業」の指定校になっている茶志内小学校では、２年次

の実践研究の成果を取りまとめ、体力の向上に生かし

てまいります。 

また、朝食の摂取や睡眠時間など、正しい生活習慣

を身に付けるために必要な知識や実践について、家庭

と連携して、啓発と指導に努めてまいります。 

食育の推進につきましては、地元食材を活用した安

全で安心な学校給食の提供とともに、栄養教諭による

食に関する指導を通して、望ましい食習慣の確立や栄

養バランスのとれた食生活を促してまいります。 
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特別支援教育の 

充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信頼される学校 

づくり 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育につきましては、自立や社会参画に向

けて必要な資質や能力を身に付けるため、個別の教育

支援計画や個別の指導計画の作成と活用を通じて、障

がいの状態や発達の段階に応じた適切な就学指導と

校種間の円滑な接続を図り、一人一人の学びの連続性

の実現を目指してまいります。 

支援体制の充実に向けましては、各学校の特別支援

教育コーディネーターや特別支援教育支援員の研修

を実施するとともに、個々の教育的ニーズに対応する

ため、美唄市特別支援教育連携協議会の専門家チーム

による巡回相談を行ってまいります。 

北海道教育委員会指定事業である「発達障がい支援

モデル事業」については、モデル校になっている栄幼

稚園、中央小学校、美唄中学校による最終年次の実践

研究活動を進めるとともに、市内他校においても、北

海道教育委員会が作成した校内研修プログラムや実

践事例集を活用し、実践に取り組んでまいります。 

 

信頼される学校づくりに向けましては、家庭や地域

との連携・協力のもと、意見や要望を的確に学校運営

に反映させ、地域や学校の実情に応じた創意工夫のあ

る教育活動を展開していくため、今日的な学校経営の

在り方について検討してまいります。 

また、学校評価やＰＴＡ活動、学校だより、ホーム

ページなどを通じて、保護者や地域住民に対する説明

責任を果たすとともに、共通理解を深め、信頼される

学校づくりに努めてまいります。 
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教職員研修の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校施設の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員研修につきましては、教員としての使命感や

専門的知識、実践的指導力等に関する資質や能力の養

成とともに、学校を取り巻く新たな教育課題に対応で

きる力量を身に付けるため、引き続き、校内研修の充

実や公開研究指定校事業の実施、ＩＣＴ研修やカウン

セリング研修などの専門研修を開催します。 

「ふるさと美唄研修」につきましては、教職員が美

唄の歴史や産業などを学び、授業等に生かせるよう、

継続して実施してまいります。 

教職員の不祥事防止に向けては、コンプライアンス

確立月間の周知や職場研修などを通じて、法令や服務

規律の遵守について、徹底を図ってまいります。 

 

学校施設の整備につきましては、小中各１校の給食

用小荷物専用昇降機の改修、東中学校の給排水衛生設

備工事実施設計、東小学校の屋内運動場の床改修を実

施するほか、スクールバス１台の更新を行います。 

また、小中学校に配置しているコンピュータについ

ては、基本ソフトのサポートが終了することから、小

学校では児童用及び教師用機器を、中学校では教師用

機器を更新します。 

学校給食センターにつきましては、老朽化している

食缶洗浄機等を更新し、施設の適正管理を図ってまい

ります。 
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３ 社会教育 

 

 (1) 青少年の 

健全育成  

健全育成活動の 

推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、社会教育について申し上げます。 

 

次代を担う青少年の健全な育成については、家庭、

学校、職場、地域など、あらゆる分野におけるすべて

の人々がそれぞれの役割と責任を担いつつ、相互に協

力しながら市民総ぐるみで取り組み、良好で安全、安

心な社会環境をつくることが求められております。 

そのため、先般制定された「美唄市教育の日」を踏

まえ、様々な団体や機関等との連携のもと、まち全体

で子どもたちを守り育んでいくための機運の醸成に

取り組んでまいります。また、多くの方々に教育への

関心を高めていただけるよう、新たに、市内の幼・小

・中学校において、地域一斉参観日を実施いたします。 

青少年の健やかな成長を支える具体的な取組みと

いたしましては、様々な体験機会の提供やスポーツ教

室の開催、芸術文化活動の促進、優良青少年表彰など

を実施するほか、青少年センターにおきましては、街

頭指導、有害環境の浄化、情報モラルの育成など、子

どもたちを犯罪やインターネット上のトラブルから

守り、安全な地域をつくるため、必要な指導と啓発を

継続してまいります。 

放課後児童施設につきましては、子どもたちが放課

後に安心して過ごせる生活の場としての環境を整え、

安全面に配慮しながら、子どもの発達段階に応じた主

体的な遊びや生活が可能となるよう、自主性、社会性

の育成や基本的な生活習慣の確立を目指し、事業の充

実と施設の適正な管理運営に努めてまいります。 
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 (2) 生涯学習 

生涯学習活動の 

充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財の保護 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習の推進につきましては、平成28年度からス

タートする「第２次美唄市生涯学習推進計画・後期基

本計画」に基づき、各施策の充実を図ってまいります。 

生涯学習活動の充実につきましては、学ぶことを通

じて、人や社会とのつながりを深め、さらに学んだこ

とを生かすことでまち全体の活性化や発展につなげる

という視点が重要になっております。 

そのため、ライフステージに応じた学習活動の展開

に配慮しながら、市民の皆さんが意欲をもって多様な

学習ができる美唄サテライト・キャンパス事業におき

ましては、市民カレッジを統合し、専門的な観点から

の講座の開講や連携協定を締結している大学との協働

事業の実施により、まちづくりや文化活動などにつな

がる取組みを進めてまいります。 

情報提供につきましては、教育委員会をはじめ各種

団体やサークル等が市内で開催する文化活動やイベン

トに関する情報を集約し、市民の皆さんに一元的にお

知らせする仕組づくりに取り組んでまいります。 

 

文化財につきましては、地域の歴史や文化を伝える

重要な財産であり、地域の愛着や誇りにつながるもの

であることから、適切な保存と活用に努めてまいりま

す。無形文化財である峰延獅子舞と峰延東傘踊につき

ましては、保存会との連携により、後継者の育成に努

めてまいります。有形文化財である美唄屯田兵屋等に

つきましては、老朽化に対応するため、保存と活用の

在り方について、検討を進めてまいります。 
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芸術文化の振興 

 

 

 

 

 

社会教育施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芸術文化の振興につきましては、文化庁長官表彰を

受彰した「文化芸術創造都市」としての進展を図るた

め、市民文化祭や美術展の開催、演劇鑑賞会等への助

成など、市民の皆さんの創作活動や芸術文化に触れる

機会の充実に努めてまいります。 

 

社会教育施設につきましては、市民会館・公民館で

は、大ホールの音響系統の改修などを実施してまいり

ます。 

アルテピアッツァ美唄につきましては、美術館とし

ての位置づけを明確にし、芸術文化の振興と美術教育

の場として、様々な交流活動を一層広げることにより、

質の高い文化の創造とまちの賑わいの創出に寄与して

まいります。 

郷土史料館につきましては、専用使用に係る利便性

の向上や移動史料館の開催等により、郷土学習を中心

とした幅広い利用の促進を図ってまいります。 

図書館につきましては、市民の皆さんが読書活動を

広げ、深めることができるよう、後藤竜二作品朗読会

や企画展示の充実に取り組むとともに、図書資料や情

報提供の充実を図り、暮らしや学習など様々な場面で

役立つ図書館づくりを進めてまいります。 

子どもの読書活動につきましては、平成28年度から

スタートする「第３次美唄市子ども読書活動推進計

画」に基づき、ブックスタート事業や図書館ボランテ

ィアのご協力による読み聞かせの実施のほか、学校配

本事業による学校図書館の支援など、子どもが読書に

親しむ環境づくりに努めてまいります。 
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 (3) 生涯スポー 

   ツ 

 生涯スポーツの 

振興 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 体育施設の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯スポーツの振興につきましては、すべての市民

が健康で生き生きと暮らすことのできるまちづくり

を目指し、「スポーツ健康都市宣言」を行い、世界的

な健康イベントである「チャレンジ・デー」への参加

などを通じて、年齢や体力に応じたスポーツや運動、

健康づくりの定着に向け、気運の醸成と実践の促進に

努めてまいります。 

軽スポーツから各種競技スポーツまで、スポーツに

取り組みやすい環境づくりに向けては、関係団体等と

連携、協働し、市民体育祭をはじめ、スポーツ教室や

スポーツ大会の開催、学校体育施設開放事業などを継

続し、生涯スポーツを進めてまいります。 

 

体育施設につきましては、スポーツやレクリエーシ

ョン活動の際の安全で快適な利用を図るため、総合体

育館及び温水プールにおきましては、ボイラーを更新

いたします。市営野球場につきましては、老朽化が著

しいことから、緊急度や優先度を考慮し、必要な施設

の改修に向け、実施設計を行ってまいります。 
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４ むすび 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、平成28年度の教育行政執行方針を申し上げま

した。 

 

私たちがいま生きている21世紀の社会は、知識も技

術も環境も、急激な速度で変わっており、想定外の問

題が次々と起こる社会です。世界の教育界では、グロ

ーバル社会を生き抜く能力を育てるために、「21世紀

型スキル」の育成を重視した教育が注目されており、

我が国では、国立教育政策研究所が「21世紀型能力」

として、「基礎力」「思考力」「実践力」の育成を提

案しています。 

これらの動きは、知識や技能の習得を学びのゴール

とするのではなく、状況や課題に応じてそれらを活用

し、また、様々な人とコミュニケーションをとりなが

ら協働的に問題解決に当たる資質や能力が、社会を構

成する私たち一人一人に必要とされる時代を迎えて

いるという共通認識に基づいています。このような動

きは、さらに広がりを見せていくものと考えられ、変

化し続ける今日、必要な知識、態度、社会的責任、円

滑な人間関係を維持するための能力を身に付けるこ

とが益々求められてまいります。 

私は、このような社会の要請を念頭に、多くの人と

の対話と研鑽を積み重ね、本市の特性を生かしなが

ら、新しい時代の人づくりと教育・文化の質的向上に

力を尽くしてまいりたいと考えております。 

 

市民の皆さん並びに市議会議員の皆さんの一層の

ご理解とご協力を心より、お願い申し上げます。 

 


